
組合出資の差押えについて組合出資の差押えについて組合出資の差押えについて組合出資の差押えについて    

Ｑ．債権者である「組合員Ａ」の申請により、裁判所より、組合に対して、債務者た

る「組合員Ｂ」の組合出資金について「債権差押並びに転付命令」が発せられた。 

   この事態に際し次の点をご教示願いたい。 

(1) 組合員の持分と組合員資格はどうなるか。 

(2) 差し押えた持分又は出資証券が競売される事態に当該組合員が脱退若し  

くは譲渡を認めない場合。 

(3) 前項において、当該組合員が譲渡を認めた場合、組合がそれを承認しないと

き。 

 

Ａ．(1) 債権者Ｂの組合員資格は喪失するものでなく、ただ組合よりの配当金取得が

できなくなるだけであり、組合員Ｂの持分が変わるものではない。したがって、

組合員Ｂが脱退し、持分払戻しのできる事態にならない限り転付命令が発せら

れることには疑問がある。 

 

   (2) 組合員が脱退又は譲渡を認めない限り、債権者たる組合員ＡはＢの    

出資あるいは持分を取得又は承継することはできない。なお、ご質問の競売に

ついては、組合の出資証券は有価証券でなく、単に出資したことを証する書面

であるから、当然競売ということはありえない。 

 

   (3) 中協法第１７条（持分の譲渡）によって、持分の譲渡は組合が承認しない限

りできないので、たとえ組合員が譲渡を承認したとしても譲渡は行い得ないこ

とになる。 


